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　本書は、はしご車の運用を担当する機関員、隊員及び隊長がはしご車の性能、特性、そし
て基礎知識を体系的に学ぶための実務書としてまとめたものです。昭和58年の発刊以来、
各世代の消防職員に幅広く活用されてきました。
　はしご車は技術革新の波の中で大きな進化を遂げ、コンピューター制御の導入やセン
サー技術の刷新、電動・油圧装置の高性能化により、安全性、操作性及び迅速性が格段に
向上しました。
　また、バスケット装置や各種資器材の改良も行われ、より多様な活動ができるように
なっています。
　近年では、災害の大規模化・多様化への対応、ドローンや通信システムとの連携及びデー
タ活用による運用の最適化など、はしご車を取り巻く環境も大きく変化しています。
　５訂版は、これらの技術的進歩と現場ニーズの変化を踏まえ、従来の内容を見直し第７
章基本操作を全面改訂しました。本書は、進化したはしご車があらゆる現場で安全かつ的
確に活動するための指針となることを目指しています。
　現在、日本の消防力は国際的にも高い水準にあります。その中で、はしご車の運用には、
より高度な判断力と技術力が求められています。
　本書が、全国の消防職員の技術の研鑽の一助となり、はしご車運用技術の更なる向上と、
住民の安全・安心の確保に寄与することを期待します。
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新データ

全面改訂

全面改訂
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　182　　第７章　基本操作

4　基本操作要領

活　動　要　領 活　動　状　況

≪事前確認事項≫
　各操作装置の構造及び操作要領は、メーカー
や製造年度等により異なることから、必ず取扱
説明書を確認すること。

≪基部及びバスケット内操作装置操作要領≫
１　起伏・旋回操作レバー（左）
　　レバーを後方に倒すと起ていし、前方に倒
　すと伏ていする。
　　また、レバーを右方に倒すと右旋回し、左
　方に倒すと左旋回する。
２　伸縮操作レバー（右）
　　レバーを後方に倒すと縮ていし、前方に倒
　すと伸ていする。
３　緊急停止装置（緊急停止ボタン）
　　緊急的に全ての操作を停止するとき、ボタ
　ンを押下する。
４　インターホンマイク
　　基部操作台とバスケット内の連絡用であ 
　り、基部操作台から連絡する場合はスイッチ
　を押下しながら使用する。
５　デッドマンペダル（操作部主スイッチ）
　　操作レバーの誤操作を防止するための装置
　で、ペダルを踏まなければ操作レバーを操作
　してもてい体操作ができないようになってい
　る。
 

≪操作の基本≫
１　てい体操作は原則として機関員が行うこ 
　と。
　　ただし、状況によりバスケット搭乗員操作
　が、安全かつ効果的であると判断した場合は、
　バスケット搭乗員操作とする。
２　バスケット内操作中及び隊員等がバスケッ
　ト内等にいる場合は、必ず基部操作台に機関
　員を配置し各作動状況を監視するとともに、
　危険が生じたときは、即座に緊急停止ボタン
　を押下できる態勢を確保すること。

　

　　　

基部操作台での操作状況

バスケット内のデッドマンペダル（一例）

基部操作台の緊急停止ボタン（一例）
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１　40m級はしご車：モリタ製

日野　2DG-FRIAPJA
約 10.8ｍ
約2.5ｍ
約3.6ｍ
5.70ｍ
約16度アプローチアングル

約10度
約19ｃｍ
8.2ｍ
約20,290kg車 両 総 重 量

500kg
６名

Ａ09Ｃ
水冷直列６気筒直噴ディーゼルターボ
8.866Ｌ
279kW̶1,800r ／min
1,569N・m̶1,100ｒ／min
６速オートマチック
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型 式
全 長
全 幅
全 高
ホ イ ー ル ベ ー ス

デパーチャーアングル
最 低 地 上 高

最 大 積 載 量
乗 車 定 員

型 式
種 類
総 排 気 量
最 高 出 力
最 大 ト ル ク
トランスミッション

最 小 回 転 半 径

５連
約40.5ｍ（起立75度、全伸長）
約9.80ｍ
約10.19ｍ
約40.2ｍ
－10～75度
1 1度
5.3ｍ（ジャッキ外：外）
バスケット＋4,000Ｎ
154L
電動油圧ポンプ式

連 数
最 大 地 上 高

は し ご 全 伸 長
起 伏 可 能 角 度
傾 斜 矯 正 角 度
アウトリガー最大張出幅
先 端 許 容 荷 重
作 動 油 タ ン ク
応 急 作 動 装 置

各連の長さ
第１～４連
第５連

　はしご主要諸元　車両主要諸元
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先端取付ピン

ストップリング

断面

近接スイッチ
ジャッキ収納

ジャッキ接地
近接スイッチ

アウトリガーシリンダー
根元取付ピン・ボルト

ポテンショメーター
アウトリガー張り出し検出

又は

サブフレーム

アウトリガー外箱
アウトリガー内箱
ジャッキシリンダー

回転止め
石突

取付ボルト
⑷ ⑷

取付ボルト

パイロットチェック弁
ゴムカバー又は

ジャッキ石突

取

　
　
付

　
　
状

　
　
態

① 　取付けに緩みはな
いか。

② 　各接続部に緩みは
ないか。

③ 　アウトリガーシリ
ンダー先端取付ピン
のストップリングに
脱落・不具合はない
か。

④ 　アウトリガーシリ
ンダー根元取付ピン
のボルトに緩みはな
いか。

変
形
損
傷

① 　変形、損傷はない
か。

② 　配管、高圧ホース
に亀裂はないか。

油
漏
れ

　各シリンダー、配管、
高圧ホースから油漏れ
はないか。

給

　
油

　
脂

　アウトリガー内箱摺
動部、ジャッキ石突関
節 部 へ の 給 脂 は 十 分
か。

作

　
動

① 　各シリンダーは正
常に作動するか。

② 　異音はないか。

点検箇所 点　　　　　　検　　　　　　要　　　　　　領

主要車両の諸元・性能は
写真＋図版＋詳細なデータ入り

活動状況の写真を多数登載し、
活動要領を分かりやすく解説！

点検要領はイラスト付き
ピンポイント解説
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